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〔目的〕近年 、 tumor 　necrosis 　factor・α （TNF のは

卵巣内ア ポ トーシ ス の 局所調節因子 と し て の 役割

が示唆されて い る 。 そこ で 、幼児期か ら閉経後に

至る卵巣内TNFa の発現態度を卵胞の発育、 退行

との 関係か ら明らか に し ょ うとし た。　〔方法〕イ

ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得て 、 横隔膜 ヘ ル ニ ア

で 死亡 した 1才児の 剖検時に得た卵巣組織 と子宮

頸癌根治術時に得た性成熟期ならび に 閉経後婦人

卵巣組織切片上で 、 TNF α 発現態度をABA 法で調

べ た 。 〔成績〕 1 才児卵巣で の TNF α 発現 は大多

数の原始卵胞卵細胞で 強陽性で あっ た 。 成人卵巣

の 場合 、 TNF α 発現 は 一
部 の 原始卵胞卵細胞に陽

性で、卵胞発育 と共に増強 した。顆粒膜細胞で の

TNFa 発現は 1次卵胞 よ り陽性 となるが 、 莢膜細

胞で は 三 次卵胞 よ り陽性 とな り、そ の 発現 レベ ル

は卵胞成熟 と共に増強 した 。 黄体で の TNF α 発現

は黄体期中期で最 も強 く、退行黄体で 減弱 し白体

で陰性となるが、周辺の マ ク ロ フ ァ
ージ様細胞で

は 強陽性で あ っ た 。 閉鎖卵胞で は卵胞 閉鎖に 伴 い

退行する 顆粒膜細胞、莢膜細胞に 順次TNFa の 強

い 発現 をみた 。 閉経後卵巣で の TNFa 発現は陰性

で あ っ た 。　〔結論〕 1才児卵巣原始卵胞卵細胞に

強 い TNF α 発現を認め、生後の 卵細胞数減少へ の

関与が推察され た 。 性成熟期卵巣で卵胞発育に伴

い 卵細胞 、 顆粒膜細胞、莢膜細胞に TNF α 発現が

順次増強 したこ と よ り、TNFa の 卵胞発育へ の 関

与が示唆され た 。 さ ら に TNFa は、黄体 と退行黄

体周辺 マ ク ロ フ ァ
ージ で 強 く発現 し、また卵胞閉

鎖に伴い退行する顆粒膜細胞 、 莢膜細胞 にも順次

強い 発現をみ た が 、閉経後卵巣で は陰性で あ っ た

こ とより、 TNF α の 黄体退行 と卵胞閉鎖誘導へ の

関与が示唆 され た。

（目的 ）マ ウ ス 卵細胞は 8細胞期以降 グ ル コ
ー

ス

を主 エ ネル ギ ー源 と して 発 育 して い くこ とが 知

ら れ て い る 。 卵細胞 の viability に つ い て卵細胞 を

intactの ままに 評価す るため に 、 培養液中の 卵細

胞 に よ る グ ル コ ース の摂取 に つ い て 検討する こ

とを目的と した。　（方法） 6〜9週齢 の B6C3F ！

マ ウ ス を過排卵処理 しhCG 注射 64時間後の 8細胞

期卵 を採取 した（n
＝ 68）。 培養液は グ ル コ ース を

55mM 含有 した HTF を用 い た 。 こ れ ら卵細胞一

つ
．一

つ を約 15nlの 微少量培養液 に て 24 時間培養

した 。 対 照 は卵細胞 の 培養 され て い な い 約 ］5nl

微少培養液 とした 。 培養 2・g時間後 エ ネル ギー源

と して消費 され た培養液 中の glUCO…setr肖費量 を測

定する と共 に卵細胞 をユ0％ホ ル マ リ ン に 固定後

hoechist　33258 に て核染色 し卵割球 数を蛍光顕微

鏡 下 に カ ウ ン トした。glucoseは glucose．6．

ph ・ sphate そ し て 6・ph・ sph ・ gluconolactone に代 謝 さ

れ る 時に等 量生 ずる NADPH を蛍光測定 し培養液

中濃度 を測定 した 。 　（成績） 8細胞期胚 は 、 微少

累1培養液 の 中で 2 ・1時間培養する こ と で 桑実期胚

に まで 成長 して い た。核染色 に よ っ て 算定 され

た細胞 数は 230 ± 1．02 個 （
’r均± 平均標準誤差）

で あ り平均 で 約 2．9倍の 細胞数 とな っ て い た。各

卵細胞の 培養液内の glucose消費は 327 ± 169 　p

mol ／embryo ／24hで あっ た 。 発育が早 く卵割球数

の 多 い もの ほ ど培養液内 グ ル コ ー
ス 消 費が増加

して い た 。 　 （結論） マ ウ ス 卵細胞は卵割球数が

多い もの ほ どglUC・ se の 消 費を増加 させ て お り、

指数増加的 な相関 が み ら れ た 。 こ れ に よ り培養

液内 グ ル コ
ー

ス 濃度 を測定す る こ と に よ りそ の

消 費量 か ら卵細胞 をtlltactの ままに 、そ の

viability が推測 され る こ とが 明ら か とな っ た 。
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